
★は新規，☆は拡充　／　（　）内は，職員及び嘱託員の増減員数

その他

都市の成長

★エンジニアフレンドリーシティ福岡の推進 （＋１）

国内外の優秀なエンジニアが集まる環境を創出す

るため，エンジニアフレンドリーシティ福岡の取

組みを推進

☆ウォーターフロント地区再整備の推進（＋３）
第２期展示場や新国際定期ターミナルの整備等を

推進

★ウォーターフロント地区アクセス強化の検討（＋２）
ウォーターフロント地区再整備に伴う将来的な

交通需要に対応するため，ロープウェイの実現

可能性の検討に係る体制を整備

☆Fukuoka Smart Eastの推進（＋２）
先端技術の導入に向けた実証実験を行うなど，

Fukuoka Smart Eastの実現に向けた体制を強化

☆G20福岡財務大臣・中央銀行総裁会議の開催（＋９）

G20福岡財務大臣・中央銀行総裁会議の開催に

向けた体制を整備

☆世界水泳選手権の開催準備（＋８，嘱＋１）
世界水泳選手権2021福岡大会の開催に向けた

体制を強化

★持続可能な観光振興の検討（＋２）

持続可能な観光振興の検討などに係る体制を整備

★油山市民の森等のリニューアル（＋２）

開園50周年を迎える油山市民の森と，油山牧場

のリニューアル検討のための体制を整備

☆福岡城の復元整備（＋１）

身近で親しみのある史跡として，集客・にぎわい

の拠点とするため，石垣の保存整備等を推進

生活の質の向上
国際・観光・MICE

産業振興

まちづくり

平成３１年度組織編成の特色
○市民のくらしに身近な分野，なかでも，子ども・教育，福祉，安全・安心にかかる実施体制を強化

○都心部の機能強化や魅力あるまちづくりを推し進める体制を整備

○施策の推進等のために１９２人を増員する一方で，民間活用の推進や既存組織の最適化などにより１９４人を減員 ※1を対象

★医療的ケア実施体制の整備（嘱＋22）
・小中学校に新たに看護師を10人配置し，医療的ケア

が必要な児童生徒の教育の充実及び保護者の負担等

を軽減

・特別支援学校に医療的ケアを行う看護師を４人増員

し，保護者の負担等を軽減

・医療的ケア児保育モデル事業を拡充するため，公立

保育所に看護師を８人配置

☆公立保育所保育士等の増員（＋８）

姪浜保育所移転に伴い利用定員を拡大するとともに，

特別保育（休日保育・２時間延長保育）を充実

☆こども総合相談センターの体制強化（＋６）

児童虐待の未然防止や早期介入，社会的養育が必要

な子どもたちの支援のための体制を強化

☆障がい児保育の充実（＋１）
医療的ケア児への保育の提供について検討するとと

もに，障がい児保育制度の総合的な見直しを実施

☆特別支援教育の充実 （嘱＋３）
増設される特別支援学級に介助等を行う嘱託員を配

置し，児童一人一人に対しきめ細やかな教育を実施

☆拠点校スクールソーシャルワーカーの配置 （＋７，嘱▲７）

正規職員として拠点校スクールソーシャルワーカー

を配置し，課題を抱える子どもや家庭への支援体制

を強化

☆児童生徒の読書活動推進（嘱＋７）
学校司書の配置を拡充し，全ての小中学校において

学校図書館の充実と読書活動推進に取り組み，確か

な学力と豊かな心を育成

★学校規模適正化の推進 （＋２）
西都地区新設小学校の開校に向けた通学区域の調整

等を行うための体制を強化

○派遣体制の見直し （▲１）
・福岡県後期高齢者医療広域連合

・福岡都市圏南部環境事業組合

など

外郭団体等の見直し

○要介護認定業務の民間委託（▲37，嘱＋２）

○小学校給食調理等業務の民間委託

（▲13，嘱▲15）

○直営ごみ収集運搬業務の民間委託 （▲12）

○地下鉄空港線西新駅業務の民間委託（▲８）

○区役所警備業務の民間委託（▲３）

民間活用の推進

○学校環境整備等業務の執行体制見直し（▲18）

○小学校給食調理等業務の民間委託 （▲13)

○直営ごみ収集運搬業務の民間委託 （▲12）

○区役所警備業務の民間委託（▲３）

＜一部再掲＞

技能労務職の体制見直し

★障がい者の「親なき後」の支援（＋２）
障がい者の「親なき後」を見据えた地域生活の総合

的な支援や障がい者差別解消のための施策を推進

☆認知症初期集中支援に係る体制強化（嘱＋６）
認知症フレンドリーシティ・プロジェクトを推進し，

認知症の人や家族の初期支援を行う，認知症初期集

中支援チームを４チームから７チームに拡充

☆福祉人材確保に係る施策の推進（＋２）
福祉人材の確保に向け，新規人材の参入促進や労働

環境の改善等の施策を推進

★地域共生社会の実現（＋２）

多様化する地域課題解決のため，企業，ＮＰＯ，地

域等の様々な主体が連携・共働し，相互に支え合う

地域共生社会の実現に向けた地域福祉施策を推進

子ども・教育

☆救急隊の増隊（＋10）
都心部を中心とした救急需要の増加に対応するため，

中央消防署平尾出張所に救急隊を増隊

★イノシシ被害対策の推進 （＋２，嘱＋１）

イノシシ被害の未然防止対策推進のための体制を強化

☆防災先進都市・福岡に向けた取組みの推進（＋４）
国土強靭化地域計画の策定や避難所運営訓練の拡充，

校区防災計画の改訂など，地域防災力の強化に向け

た取組みを推進

☆学校施設等のブロック塀等の安全対策の推進（＋３）

学校施設及び公民館のブロック塀等の安全対策推進

のための体制を強化

☆災害復旧及びため池防災対策に係る体制強化 （＋３）

林道や農業用施設等に係る災害復旧及びため池の防

災対策のための体制を強化

安全・安心

健康・医療・福祉

☆一人一花運動及びみどり資産活用の推進（＋２）
一人一花運動のさらなる推進を図るとともに，官民連携事業による公園活用など，みどり資産の有効活用を推進

★ご遺族支援のための窓口の設置 （嘱＋１）
ご不幸に伴う区役所内の各種手続き案内や申請書作成支援のため，中央区にて試行的に案内窓口を設置

★低所得者・子育て世帯向けプレミアム付商品券事業の実施（＋４）

その他

○総定員…17,210   （H30比 ＋74）

（参考）旧県費負担教職員を除く職員数 ※１

… 9,727 （H30比 ▲2）

○組織数（係以上）…2,695  （H30比 ＋26）

☆教職員の定数増 （旧県費負担教職員）
・児童生徒数の増加等に対応するため，教職員

を増員

・教職員定数を活用し，正規職員として拠点校

スクールソーシャルワーカーを配置

＜一部再掲＞

○市立幼稚園の閉園 （▲８，嘱▲６）

教職員

（＋76）

別紙２


	Ｈ31言渡し時点

